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住宅購入した場合
診断コメント（１）

〇〇様のライフプラン診断結果

今回はずっと賃貸で暮らされた場合と住宅購入をされた場合のお金の動き方を比較して頂くために、２つの人生を歩んだ

場合のグラフを作成させていただきました。

【賃貸の場合】

お子さんが小さい時は預貯金が順調に増加していきますが、大学入学後は収入より支出が多いため預貯金も減少していき

ます。これは、多くのご家庭に共通することですので心配はありません。

減少しても〇〇様のご家庭は、預貯金はしっかりあるので安心ですね。

退職してから年金生活になった場合、家賃を払い続ける必要がありますので、88歳以降の預貯金がマイナスになってしま

います。マイナスになるということは破産していることになりますので、唯一の課題は老後です。

【住宅購入した場合：予算4,000万円】

住宅ローンの返済が始まるとご主人の家賃補助がなくなってしまいます。

現在年間で〇〇万円の家賃補助がありますので、その分が新たに家計から支出されることになります。

現在の家賃に比べると住宅ローンの返済額が上回ることになりますので、お子様の大学時期の預貯金額が賃貸の場合の

グラフと比べると大きく変わり、マイナスになってしまいます。

住宅ローンのメリットは家賃に比べると前半の支払は大きいですが、完済することで老後の預貯金の減少スピードは

緩やかになります。

ただし、住宅は人生最大の買い物になりますので、全体的に預貯金が出来にくくなり、老後は77歳以降で預貯金がマイナス

になります。

【総評価】

住宅を購入されることでお子様の教育資金のピーク時に預貯金が枯渇してしまい、老後破綻になりかねない状況です。

家賃補助がなくなることで住宅ローンの返済が重く感じられる可能性がありますので、支出を考えていきましょう。

その上でまずは教育資金のピーク時に預貯金が枯渇しない体制を整えていきましょう。

また賃貸でも住宅購入でも老後の資金不足は発生しています。

今からできることを一緒に考えていきましょう。
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